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釧路海底谷側壁から採取された泥岩試料の珪藻化石

柳沢幸夫 1, *

要　旨

　2006 年に実施された「しんかい 6500」による潜航調
査によって釧路海底谷から採取された 12 個の岩石試料
の珪藻化石分析を行い，これらの試料の堆積年代を明ら
かにした．釧路海底谷の上流部の側壁から採取された試
料の珪藻化石帯は，NPD8 帯下部～ NPD10 下部であり，
年代は後期鮮新世～前期更新世である．一方，海底谷の
下流部では，斜面堆積物と推定される試料から前期更新
世（NPD10 帯上部）の珪藻が産出した．また，外縁隆
起帯の変形した堆積物からは，中期中新世（NPD7Ba帯），
前期中新世（NPD2B帯）及び後期漸新世（Rocella 
gelida帯）の珪藻が産出した．

1. はじめに

　釧路海底谷は北海道南東沖に発達する全長 233km に
及ぶ大規模な海底谷である（第 1図）．その谷頭は釧路
川河口沖陸棚縁にあり，海底を数百 m下刻して千島海
溝に達する（Noda et al., 2008 など）．この海底谷は，海
溝軸と平行の外縁隆起帯を境にして上流と下流に分けら
れ，このうち上流部は，前期鮮新世頃までは堤防堆積物
を形成する累重的な海底谷であったが，その後，下流側
から下刻的な海底谷に移行していき，更新世には上流全
域にわたって下刻的な海底谷になったと推定されてい
る．一方，下流斜面には堤防地形がなく付近を縦断する
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音波探査記録でも堆積物がほとんど見えないことから，
下流部は継続的に下刻的な海底谷であったと考えられて
いる．
　こうした釧路海底谷の形成史を復元する上で基になっ
た年代は，石油公団基礎試錐「十勝沖」及び NEDO（新
エネルギー総合開発機構）の釧路港沖の石炭資源開発基
礎調査の海上試錐の年代をコントロールとし，音波探査
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第 1 図 調査海域周辺の地形図．

Fig. 1 Topographic map around the Shinkai #1032, 
#1033/#1035 dive areas.
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プロファイルの反射面の追跡により推定されたものであ
る（辻野，印刷中）．これ以外に，渡辺（2004）や本山
（2004）の微化石データがあるものの，堆積物の年代を
直接示すデータはなく，釧路海底谷の生成史には曖昧な
点が残されていた．しかし，2006 年に JAMSTEC（海
洋研究開発機構）の「しんかい 6500」を用いた潜航調
査により，釧路海底谷の側壁から堆積物を採取すること
に成功し，堆積物の年代を直接調べることが可能となっ
た（辻野，2010 本号；川村，2010 本号）．この報告では，
これらの堆積物の珪藻化石分析の結果を報告し，釧路海
底谷と前弧盆の形成史解明のための年代層序の基礎デー
タを提供する．

2. 試　料

　今回分析した泥岩試料は，潜航 #1032, #1033 及び
#1035 で採取された（第 1図）．このうち潜航 #1032 で
は釧路海底谷の上流部（第 2図），潜航 #1033 と #1035

では下流部（第 3図）で採取された．なお，採取された
泥岩試料の詳しい位置，岩相及び産状は，辻野（2010
本号）と川村（2010 本号）に記載されている．
　上流部では，釧路海底谷が下流に向かって向きを南東
方向から東向きに変えた部分の右岸斜面（南斜面）にお
いて水深の深い方より #1032 R-1 ～ R-6 の 6 試料が採取
された（第 2図）．この部分は，釧路海底谷が前弧海盆
を横断して切っており，海底谷側壁には前弧海盆を埋積
する堆積物の上部が露出している．したがって，これら
の試料の珪藻年代を明らかにすることにより，釧路沖の
前弧海盆を埋積する堆積物の年代を直接知ることができ
る．
　一方，下流部の #1033 及び #1035 は，前弧海盆（上
部斜面）と下部斜面の境界部にあたり，外縁隆起帯が発
達している．この外縁隆起帯を釧路海底谷が下刻してお
り，外縁隆起帯を作る変形した固結堆積物とそれを覆う
斜面堆積物の断面が海底谷側壁に露出している．#1033
では R-1 ～ R-5 の 5 試料，#1035 では R-1 の 1 試料を
分析した．

3. 方　法

　試料の処理と珪藻の分析・計数方法は柳沢（1999）
に従った．珪藻化石帯区分と生層準は Akiba（1986）と

第 2図 「しんかい 6500」第 1032 潜航調査海域の海底地
形図．R1 ～ R6 は岩石試料採取地点．破線は
GH03 航海における音波探査測線（測線 42; 辻野，
印刷中）を示す．位置は第 1図を参照．

Fig. 2 Bathymetric chart of the Shinkai #1032 dive area.  
R1 to R6 are the rock sampling sites. Broken line 
indicates the seismic survey line (line number 42) of 
GH03 Cruise (TuZino, in press). See Fig. 1 for 
location.

第 3図 「しんかい 6500」第 1033/1035 潜航調査海域の
海底地形図．R1 ～ R5 は第 1033 潜航の岩石試料
採取地点．1035R1 は第 1035 潜航の岩石試料採取
地点．位置は第 1図を参照．

Fig. 3 Bathymetric chart of the Shinkai #1033/#1035 dive 
area.  R1 to R5 are the rock sampling sites in #1033 
dive. 1035R1 is the site in #1035 dive. See Fig. 1 for 
location. 
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Yanagisawa and Akiba（1998）の NPDと Dコードを用い
るが，珪藻年代はWatanabe and Yanagisawa（2005）を用
いて一部修正している．なお，後期鮮新世から前期更新
世にかけての化石帯の認定に重要な Neodenticula 
koizumiiと N. seminaeは，蓋殻の特徴では確実な識別が
難しいが（Yanagisawa and Akiba, 1990），被殻の部品で
ある中間帯片（copula）では明確に区別できるので，こ
の特徴を用いて生層準の認定を行った．すなわち，N. 
koizumiiは片方の端部が開いた開放中間帯片（open 
copula）を持ち（図版 2の 20），N. seminaeでは両端が
閉じた閉鎖中間帯片（closed copula）を特徴とする（図
版 2の 19）．
　古地磁気年代層序については，新しい地磁気年代層序
（Gradstein et al., 2004）が公表されたが，新第三紀につ
いてはまだ評価が定まっていない部分があるので，ここ
ではとりあえず従来の Cande and Kent（1995）及び
Berggren et al.（1995）を使用する．なお，中期中新世
以新では新旧年代尺度の相違は大きくても 20-30 万年程
度であるが，前期中新世では最大で 100 万年程度の年
代差がある．

4. 分析結果

　分析結果を鮮新世～更新世試料（第 1表）と漸新世～
中新世試料（第 2表）に分けて示す．また，各試料の珪
藻化石帯区分と推定年代を第 3表と第 4図にまとめた．

4.1　海底谷上流部の試料の分析結果 
　試料 #1032 R-1（第 1表）：珪藻は保存状況が中程度
で多産する．本試料は，Neodenticula kamtschaticaと N. 
koizumiiの共存から，NPD8 帯（Neodenticula koizumii  
N. kamtschatica帯）と認定され，更に N. koizumiiは N. 
kamttschakacaよりも少なので，N. koizumiiの急増層準
（3.0-3.1 Ma）よりも下位に位置づけられる．NPD8 帯下
限を規定する N. koizumiiの初産出層準（D80）は異時性
が指摘されているが，日本を含む北太平洋中緯度では
3.5 Maでほぼ安定しているので（渡辺，2002），本試料
の年代は，3.5 Maから 3.1-3.0 Maの間と推定できる（第
3表，第 4 図）．なお，この試料では，N. koizumiiの含
有量は極めて小さいので，その年代はこの種の初産出層
準 3.5Maに近接している可能性が高い．
　試料 #1032 R-2（第 1表）：珪藻は保存状況が中程度
で多産する．N. koizumiiと N. sp. Aのみを産出し，N. 
kamtschaticaや N. seminaeを含まないことから，本試料
は NPD9 帯（N. koizumii帯）と認定できる．更に，
Neodenticulaの open copulaのみを含み，closed copulaを
欠くので，closed copulaの初産出（= N. seminaeの初産出）
層準（2.4 Ma）よりも古いと判断できる．したがって，
本試料は NPD9 帯の下部に位置づけられ，その年代は

2.7-2.6 Maから 2.4 Maの間と推定できる．
　試料 #1032 R-3（第 1表）：珪藻は保存状態が良好で
多産する．N. koizumiiのみを含み，N. kamtschaticaや N. 
seminaeを欠くことから，本試料は NPD9 帯（N. koizumii
帯）に属すると認定される．また，Neodenticulaの open 
copulaのみを含み，closed copulaを含まないことから，
#1032 R-2 と同様，NPD9 帯下部（年代は 2.7-2.6 Maか
ら 2.4 Maの間）のものと考えられる．
　試料 #1032 R-4（第 1表）：珪藻は保存状態が中程度
であるものの多産する．N. koizumiiと N. seminaeが産す
るが，N. kamtschaticaは存在しない．このことから，本
試料は NPD9 帯（N. koizumii帯）と認定される．ただし，
#1032 R-2 や #1032 R-3 とは異なり，Neodenticulaの
open copulaのほかに closed copulaも含んでいるので，
本試料は closed copulaの初産出（= N. seminaeの初産出）
層準（2.4 Ma）より上位にあり，NPD9 帯の上部（年代
は 2.4 ～ 2.0 Ma）のものと判断される．
　試料 #1032 R-5（第 1表）：珪藻は保存状態が中程度
で多産する．N. seminaeを産し N. koizumiiがいないこと，
closed copulaのみを含み open copulaが見つからないこ
と，更に Actinocyclus oculatusを含むことから，本試料
は NPD10 帯（Actinocyclus oculatus帯）と認定できる．
更に，1.6 Maに初産出を持つ Proboscia curvirostrisを含
まないことから，NPD10 帯の下部（2.0 ～ 1.6 Ma）に
位置づけられる．
　試料 #1032 R-6（第 1表）：珪藻は保存状態が中程度
で多産する．#1032 R-6 と同様に，N. seminaeのみを産
し N. koizumiiがいないこと，closed copulaのみで open 
copulaが見つからないこと，A. oculatusを産することか
ら，本試料も NPD 10 帯と認定される．また，同様に P. 
curvirostrisを産しないので， NPD10 帯下部（2.0 ～ 1.6 
Ma）と判断できる．

4.2　海底谷下流部の試料の分析結果 
　試料 #1033 R-1（第 2表）：珪藻の保存状態は悪くて
破片となっているものが多く，珪藻含有量も少ない．
Denticulopsis hyalinaを比較的多く含み，D. simonseniiを
産しないこと，D. praehyalinaを普通に産することから，
NPD4B帯（D. hyalina帯）下部の NPD4Ba亜帯（D. 
praehyalina  D. hyalina亜帯，14.6 ～ 14.1 Ma）と判断で
きる．
　試料 #1033 R-2（第 2表）：珪藻の保存状態は極めて
悪く，ほとんどが破片となっている．しかも，珪藻の含
有量も極めて少ない．珪藻群集は Stellarima sp.が 94%
とほとんど占めるが，わずかに Crucidenticula sawamurae
が含まれており，珪藻化石帯は NPD2B帯（C. sawamura
帯，18.3 ～ 17.0 Ma）と認定できる
　試料 #1033 R-3（第 2表）：珪藻の保存状態は悪く，
破片状のものが多い．頑丈な殻を持つ Actinocyclus ingens
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第 1表 釧路海底谷から産出した鮮新世～更新世の珪藻化石の産出表．

Table 1 Occurrence chart of the Pliocene and Pleistocene diatoms from the Kushiro Submarine Canyon.
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第 4図 釧路海底谷側壁から採取された泥岩試料の珪藻化石帯．

Fig. 4 Diatom zones of the mudstone samples collected the wall of the Kushiro Submarine Canyon.
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が群集の過半を占める．珪藻の含有量は少ない．珪藻群
集では，Denticulopsis hyalinaを多く含み，D. simonsenii
を産せず，D. praehyalinaを含むことから，本試料は
NPD4B帯下部の NPD 4Ba亜帯（14.6 ～ 14.1 Ma）と判
定される．
　試料 #1033 R-4（第 1表）：珪藻の保存状態は中程度
で多産する．Neodenticula seminaeを産し N. koizumiiは
見つからない．また，Proboscia curvirostrisと Actino
cyclus oculatusを含む．以上の種の産出状況を機械的に
適用すると，この試料は NPD10 帯（Actinocyclus ocu
latus帯）の上部（1.6 ～ 1.0 Ma）に位置づけられる．本
試料は，鮮新世に絶滅した Neodenticula kamtschatica，
Melosira albicans, Thlassionema robusta, Thalassiosira 
antiqua, T. marujamica, T. zabelinaeなどの再堆積種を多く
含む．Neodenticulaの copulaで，closed copulaのほかに
open copula（N. kamtschaticaは open copulaを持つ．）が
含まれているのも再堆積のためと思われる．こうした産
出状況から，P. curvirostrisと A. oculatusも再堆積の可能
性があり，仮にこの 2種が再堆積であるとすると，上述
の化石帯認定は成り立たず，試料の年代は 1.6 Ma（P. 
curvirostrisの初産出）から現在までの間としてか言えな
くなる．このほか，Aulacoseira spp.や Nitzschia granulata
などの淡水ないし汽水種も含まれる．
　試料 #1033 R-5（第 1表）：珪藻の保存状態は中程度
で多産する．試料 #1033 R-5 と全く同様に，N. seminae
を産し N. koizumiiを含まず，P. curvirostrisと A. oculatus

第 2表 釧路海底谷から産出した漸新世・中新世の珪藻化
石の産出表．

Table 2 Occurrence chart of the Oligocene and Miocene 
diatoms from the Kushiro Submarine Canyon.

第 3表 釧路海底谷から採取された泥岩試料の珪藻化石帯及び珪藻化石年代．

Table 3 Diatom zones and diatom ages of the mudstone samples collected form the Kushiro 
Submarine Canyon.
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を伴うことから，NPD10 帯（A. oculatus帯）の上部（1.6
～ 1 .0 Ma） と 認 定 で き る． し か し， 同 様 に N. 
kamtschaticaなどの再堆積種を多く含むことから，P. 
curvirostrisと A. oculatusが再堆積であるとすると化石帯
の認定はできず，年代は 1.6 Ma（P. curvirostrisの初産出）
から現在までの間となる．
　試料 #1035 R-1（第 2表）：珪藻の保存状態は極めて
悪く，かつ珪藻含有量も非常に少ない．また，破片状と
なっている珪藻が多い．珪藻群集は殻の頑丈な
Stephanopyxis属が全群集の 70%以上を占める．化石帯
指標種は含まれていないものの，以下に示す根拠から，
この試料は後期漸新世の Rocella gelida帯の最上部に相
当する可能性がある．
　この試料からは，前期中新世の NPD2 帯（Thalassiosira 
fraga帯）及び NPD1 帯（Thalassiosira praefraga帯）を
特徴づける T. fragaと T. praefragaがともに産出しない．
また，T. praefragaの初産出とほぼ同時に初産出を持つ
Kisseleviella ezoensisも含まない．以上のことは，この試
料が NPD1 帯よりも下位の漸新世の試料であることを示
す．この試料は，Kisseleviella carina, K. tricoronata, 
Odontella sawamurae, Rouxia obesaを産する．このうち，
Odontella sawamuraeは，北海道東部津別地域の達

たつ

媚
こぶ

層
の中上部に産出し，その産出区間は Rocella gelida帯の
最上部に対比されている（Morita et al., 1996）．また達
媚層の中上部では，このほかに Kisseleviella carina, K. 
tricoronata，Rouxia obesaも共産しており，群集組成は
試料 #1035 R-1 と一致する．なお，R. gelida帯の最上部
では，指標種の R. gelidaがほとんど産出していない
（Gladenkov and Barron, 1995）．したがって試料 #1035 

R-1 に化石帯指標種の R. gelidaが含まれていないこと
は，この試料を R. gelida帯の試料とすることと矛盾す
るものではない．以上のことから，試料 #1035 R-1 は後
期漸新世最末期の R. gelida帯最上部に含まれると考え
られる．ただし，最近 O. sawamuraの産出が前期漸新世
まで下がる可能性も指摘されており（Gladenkov, 
2008），本試料の年代が更に古くなる可能性もある．

5. 考　察

5.1　海底谷上流部（潜航 #1032）の試料の珪藻化石年代
　海底谷上流部で採取された試料の珪藻化石層序（第 4
図，第 3 表）は，最も水深の深い試料 R-1 から，最も
浅いR-5, 6に向かって順次新しくなっている．すなわち，
珪藻化石帯は，R-1（NPD8 下部 )，R-2, 3（NPD9 下部 )，
R-4（NPD9 上部 )，R-5, 6（NPD10 下部 )となっている．
辻野（印刷中，2010 本号）によれば，試料が採取され
た釧路海底谷の左岸側壁の音波探査プロファイルでは，
辻野（印刷中）の層序区分によるユニット Te～ Taまで
が順次累重しており（辻野，2010 本号の第 3図），本研

究で明らかになった珪藻化石帯の順序とは矛盾しない．
また，今回の珪藻年代（第 3表）は，同一試料で分析さ
れた放散虫化石年代（本山ほか，2010 本号）と一致する．
　ところで，最も水深の浅い試料 R-5, 6 については，
海底谷側壁の最上部の露頭から採取された試料であるこ
とから，完新世ないし更新世後期程度の年代が予想され
たが，実際の年代は鮮新世末から更新世前期の年代
（2.0-1.6 Ma）であった．このことから，このあたりでは，
前期更新世以降堆積が起こっていないか，また極端に堆
積速度が低下していたものと推定される．

5.2　 海底谷下流部（潜航 #1033，35）の試料の珪藻化
石年代

　海底谷下流部では，前期更新世（NPD10 上部；#1033 
R-4, 5），中期中新世（NPD4Ba; #1033 R-1, R-3），前期
中新世後期（NPD2B; #1033 R-2）及び漸新世（#1035 
R-1）の年代を示す珪藻群集が産出した．
　このうち，前期更新世の NPD10 帯上部を示す試料
#1033 R-4 と R-5 は，側壁に露出する水平成層した地層

第 5図 漸新世の珪藻化石を産する試料の採取地点（Tsoy 
and Shastina, 2005）．

Fig. 5 Bathymetric chart showing the location of the 
Oligocene diatom samples reported by Tsoy and 
Shastina (2005). NIS”Otvazhnyi”164: Rocella gelida 
Zone; NIS”Otvazhnyi”146: Cavitatus rectus Zone 
(?); NIS”Otvazhnyi”447: Cavitatus rectus Zone; 
NIS”Pegas”1121: Rhizosolenia oligocaenica Zone.
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から採取された軟らかい砂質粘土の試料で変形構造は認
められない（川村，2010 本号）．年代が更新世ないしそ
れより新しいことから，これらの試料は外縁隆起帯をな
す変形した地層を覆う斜面堆積物から採取された試料と
考えられる．
　一方，中新世及び漸新世を示す試料は，いずれも脈状
構造や小断層の発達した変形の著しい泥岩である（川村，
2010 本号）．含まれる珪藻は，#1032 の試料や #1033 
R-4, 5 とは全く異なり，極めて保存状態が悪く破片状に
なっていて，しかも含有量も少ないのが特徴である．以
上の性質から，川村（2010 本号）が推定しているように，
これらは外縁隆起帯を作る変形した堆積物の試料である
と思われる．なお，釧路海底谷北東の色丹島・択捉島東
方沖の水深 1,200-2,000mの海底（第 5図）からは，試
料 #1035 R-1 と同様に Odontella sawamuraeを含む漸新
世を示す珪藻化石群集が報告されている（Tsoy and 
Shastina, 2005）．これらの群集と釧路海底谷の漸新世の
珪藻化石群集との関係は今度の研究課題である．
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図版 1 釧路海底谷から産出した珪藻化石（1）

Plate 1 Fossil diatoms from the Kushiro Submarine Canyon (1)
Scale bar = 10 µm.

1-4  Odontella sawamurae Akiba [#1035 R-1]
5  Ikebea tenuis (Brun) Akiba [#1035 R-1]
6-11  Rouxia obesa Schrader [#1035 R-1]
12, 13  Rouxia granda Schrader [#1035 R-1]
14  Actinocyclus sp. A [#1035 R-1]
15  Actinocyclus sp. B [#1035 R-1]
16-19  Kisseleviella tricoronata Olney [#1035 R-1]
20-23  Kisseleviella carina Sheshukova [#1035 R-1]
24-26  Stephanopyxis superbus (Greville) Grunow [#1035 R-1]
27  Stephanopysis sp. A [#1035 R-1]
28, 29  Genus et species indet. [#1035 R-1]
30  Rhizosolenia sp. [#1035 R-1]
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図版 2 釧路海底谷から産出した珪藻化石（2）

Plate 2 Fossil diatoms from the Kushiro Submarine Canyon (2)
Scale bars = 10 µm. Scale bar A for 1-5, 8-20. Scale bar B for 6, 7, 21-28.

1, 2  Denticulopsis tanimurae Yanagisawa et Akiba [#1033 R-1]
3  Denticulopsis praehyalina Tanimura [#1033 R-1]
4  Crucidenticula sawamurae Yanagisawa et Akiba [#1033 R-2]
5  Denticulopsis hyalina (Schrader) Simonsen [#1033 R-1]
6  Actinocyclus ingens f. noudus (Baldauf) Whiting et Schrader [#1033 R-1]
7  Actinocyclus ingens f. planus Whiting et Schrader [#1033 R-1]
8-10  Neodenticula kamtschatica (Zabelina) Akiba et Yanagisawa 

[8,9, lanceolate to oval form; 10, linear form, #1032 R-1]
11-16  Neodenticula koizumii Akiba et Yanagisawa

[11, 13, #1032 R-1; 12, 15, #1032 R-2; 14, #1032 R-4; 16, #1032 R-3]
17  Neodenticula sp. A [31032 R-4]
18  Neodenticula seminae (Simonsen et Kanaya) Akiba et Yanagisawa [#1032 R-4]
19  Closed copula of Neodenticula [#1032 R-4]
20  Open copula of Neodenticula [#1032 R-3]
21, 22  Azpeitia nodulifera (Schmidt) Fryxell et Sims [21, #1032 R-1; 22, #1032 R-2]
23, 24  Stephanopyxis dimorpha Schrader [23, #1033 R-5; 24, #1032 R-2]
25  Stephanopyxis horridus Koizumi [#1033 R-5]
26-28  Bacterosira fragilis (Gran) Gran [26, #1033 R-4; 27, #1032 R-5; 28,#1032 R-2]
29  Hemidiscus cuneiformis Wallich [#1033 R-4]
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図版 3 釧路海底谷から産出した珪藻化石（3）

Plate 3 Fossil diatoms from the Kushiro Submarine Canyon (4)
Scale bar = 10 µm. Scale bar A for 1-9, 11-27. Scale bar B for10.

1-3  Proboscia barboi (Brun) Jordan et Priddle [wing-form]
[1, 2, #1033 R-5; 3, #1032 R-4]

4-6  Proboscia barboi (Brun) Jordan et Priddle [normal form]
[4, #1033 R-2; 5,6, #1032 R-5]

7  Proboscia curvirostris (Jousé) Jordan et Priddle [#1033 R-4]
8  Proboscia alata (Brightwell) Sundstöm [#1032 R-5]
9  Rhizosolenia styliformis Brightwell [#1032 R-4]
10  Rhizosolenia hebetata f. hiemalis Gran [#1033 R-5]
11, 12  Thalassionema robusta Schrader [#1032 R-1]
13  Delphineis surirella (Ehrenberg) Andrews [#1032 R-6]
14  Odontella aurita (Lyngbye) Agardh [#1032 R-1]
15  Paralia sulcata (Ehrenberg) Cleve [#1032 R-1]
16  Aulacoseira sp. [#1033 R-4]
17  Nitzschia grunowii Hasle [#1032 R-1]
18  Nitzschia jouseae Burckle [#1032 R-1]
19  Nitzschia reinholdii Kanaya ex Barron et Baldauf [#1032 R-4]
20  Nitzschia granulata Grunow [#1033 R-4]
21  Cocconeis costata Gregory [#1032 R-1]
22  Cymatosira debyi Temprère et Brun [#1032 R-3] 
23, 24  Melosira albicans Sheshukova [#1032 R-1]
25  Cyclotella striata (Kützing) Grunow [#1033 R-4]
26, 27  Coscinodiscus marginatus Ehrenberg [26, #1033 R-5; 27, #1033 R-4]
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図版 4 釧路海底谷から産出した珪藻化石（4）

Plate 4 Fossil diatoms from the Kushiro Submarine Canyon (5)
Scale bar = 10 µm.

1-3  Porosira glacialis (Grunow) Joergensen [1, #1032 R-2; 2,3, #1032 R-4]
4, 5  Actinocyclus curvatulus Janisch [4, #1032 R-6; 5, #1032 R-2]
6-8  Actinocyclus ochotensis Jousé [6, #1033 R-5; 7, #1032 R-5; 8, #1032 R-6]
9  Actinocyclus cf. oculatus Jousé [#1032 R-4]
10-12  Actinocyclus oculatus Jousé [10, #1033 R-4; 11,12, #1032 R-6]
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図版 5 釧路海底谷から産出した珪藻化石（5）

Plate 5 Fossil diatoms from the Kushiro Submarine Canyon (5)
Scale bar = 10 µm.

1  Thalassiosira bipola Shiono et Koizumi [#1032 R-1]
2-4  Thalassiosira oestrupii (Ostenfeld) Proshikina-Labrenko 

[2, #1032 R-3; 3, #1032 R-4; 6, #1032 R-5]
5  Thalassiosira antiqua (Grunow) Cleve-Euler var. A [#1033 R-4]
6, 7  Thalassiosira antiqua (Grunow) Cleve-Euler s. str. [6, #1032 R-2; 7, #1033 R-4]
8,9  Thalassiosira sp. B [#1033 R-4]
10-13  Thalassiosira sp. A [#1032 R-1]
14  Thalassiosira sp. C [#1033 R-4]
15  Thalassiosira zabelinae Jousé [#1033 R-4]
16-18  Thalassiosira gravida f. fossilis Jousé [16, #1032 R-6; 17, #1033 R-5; 18, #1032 R-4]
19,20  Thalassiosira jouseae Akiba [19, #1032 R-4; 20, #1033 R-5]
21  Thalassiosira marujamica Sheshukova [#1033 R-5]
22  Thalassiosira convexa Muchina [#1033 R-4]
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